
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 9 4 8 4 4 2 2 3 5 1 0 0 0
13 * 0 0 2 4 2 4 4 0 3 3 2 2 2 0
71 * 0 0 4 7 1 2 4 2 4 6 1 0 1 0
74 * 0 2 3 5 4 5 1 3 4 7 0 0 0 0
91 * 0 3 1 9 1 2 2 2 0 2 5 0 0 0
3 0 0 0 2 5 0 0 0 2 0 2 1 1 0 0
9 0 0 1 0 1 0 2 0 0 0 0 2 0 1 0
12 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
18 0 0 1 1 4 0 0 0 2 2 4 1 1 0 0
34 0 0 0 3 3 2 3 3 1 3 4 1 0 0 0
35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 2 5 5 16 0 1 2 0 0 0 1 0 1 0
27 * 0 0 0 5 0 0 3 6 3 9 4 0 1 0
33 * 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 2 0 0 0
64 * 0 0 1 8 5 5 2 2 0 2 1 0 0 0
90 * 0 0 6 16 0 0 3 3 3 6 1 1 3 0
24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 0 0 1 2 5 0 0 3 0 2 2 1 0 1 0
44 0 0 0 4 10 1 2 3 7 3 10 2 0 0 0
62 0 0 0 3 6 2 4 2 5 4 9 0 0 0 0
99 0 0 0 2 6 0 0 2 1 0 1 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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木全 勇人 9 22
高崎 雅之 8 26
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高田 大華 16 36
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皆木 翔太 0

井上 雄太 7
前川 佳祐 0
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大阪体育大学
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野間 和希 2 11

中東 徳馬 3 32
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大和 倫矩 0 10
村上 雅亮 0 5

1
0 - -
0 - -

4 9
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山本 泰右 10 26
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田中 和馬 24 38
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.10.13
甲南大学開始時間 15:30

会　　場 大阪教育大学体育館

甲南大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点10 勝ち点10試 合 ＮＯ257

66 60

敗チーム

大阪体育大学

男子

戦評
大会１２日目の第４試合、甲南大学対大阪体育大学は序盤から甲南大のペースで展開された。大体大はエース#14
佐藤がいない中、途中競る場面も多くあり一本一本のシュートが大切となる試合だった。結果は60-66で甲南大が接
戦を勝ち抜いた。第１ピリオド、甲南大のジャンプボールから試合開始。甲南大は#0田中を中心に、ミドルシュートや
３Ｐシュートで攻めていく。大体大は#7高田を中心にドライブで点を取りに行く。両チーム激しいリバウンドの取り合い
になり一進一退の攻防が続く。中盤から甲南大はハーフコートオフェンスに切り替え点を重ねる。対する大体大はス
ピードではなくパワーで攻める。20-17甲南大がリードで第1ピリオド終了。第２ピリオド、第１ピリオドとは違いファウル
が目立つ展開となる。甲南大は第1ピリオドに続き#0田中が積極的に攻め込み、３Ｐシュートやミドルシュートを量産す
る。大体大は#90打江が果敢にシュートを打ちに行き、#44木全がオフェンスリバウンドを積極的に取りに行くがなかな
か得点へとつなげることが出来ない。そのまま時間は流れていき35-25、甲南大がリードを広げる形で第2ピリオド終
了。第３ピリオド、甲南大はミドルシュートを多用するが、大体大はドライブインやミドルシュートなど、多種多様な攻め
方を見せる。シュートが決まらなくなってきた甲南大に対して、大体大の#7高田や#62高崎が続けざまにシュートを決
めていく。流れが徐々に悪くなった甲南大は、#9大和が投入しリズムを変えようと試みる。その後両チームファウルが
重なりフリースローの決め合いとなる。落ち着いて確実にフリースローを決めた甲南大がリードを守り切り53-43で最終
ピリオドへ。第４ピリオド、両チーム共に個人ファウルが重なっており、チームが思っているプレイが出来なくなってい
る。大体大はそれを活かし速攻を中心に点差を縮める。中盤では４点差となる。しかし、甲南大は＃71松尾の個人技
や大体大のオールコートプレスを華麗にかわす#13河内の活躍により逆転の芽を摘む。大体大はあと一歩のところで
及ばず66-60で甲南大が見事勝利した。
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